
熊本県の事故危険区間とは？

熊本県内の交通事故を重点的・集中的に減少させるため、データや地域の声に基づき熊
本県内において事故が多発している箇所など特に危険な箇所（事故危険区間）を選定し

事故危険区間の選定方法事故危険区間の選定方法

本県内において事故が多発している箇所など特に危険な箇所（事故危険区間）を選定し
ました。また、選定方法については成果を上げるマネジメント委員会で意見を頂きました。

①事故データによる選定①事故データによる選定 ②歩道データによる選定②歩道データによる選定 ③地域の声による選定③地域の声による選定

・通学路で歩道の無い区間

・人対車両事故が発生しており
歩道の無い区間
・歩道が不連続の区間

①事故デ タによる選定①事故デ タによる選定 ②歩道デ タによる選定②歩道デ タによる選定

・死傷事故件数の多い箇所
・死傷事故率の高い箇所
・死亡・重大事故発生箇所

③地域の声による選定③地域の声による選定

・自治体アンケートにより指摘
のあった箇所

・公安委員会から指摘のあった
箇所 成果を上げる
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【熊本県（直轄国道）死傷事故率】

死傷事故率とは、１台
の車が１億km走行す

る間に起こりうる死傷
事故件数

通学路で歩道
が無い

死傷事故の約70%
が、全体の約30%

区間に集中

横断歩道を横断中にスピード
の速い車が進入してきた

マネジメント
委員会

（学識経験者・
交通管理者・
道路管理者）
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全体1,741区間

事故の発生していない区間１９％

※熊本県内の直轄国道約300kmにおける4年間(H17～20)の平均事故データから作成

の区間に集中
道路管理者）

事故危険区間事故危険区間


